
 

 

 

 

 

 
 

 

～150 周年記念の年～ 

本宮日記 
校訓 「宝積

ほうじゃく

」 ～人に尽くして見返りを求めない～ 

 



【領域別傾向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校〉について 

・学校の様子や取組を伝えることについては、９割以上のご家庭より肯定的な評価をいただ

いている。今後も継続したい。 

・挨拶運動や宝積活動についても、「思いやりのある子ども」の育成のための取組として認知

されている。また、学級づくりや生徒指導等への対応についても肯定的評価である。 

・学校での学習の部分については、他の部分よりは若干低くなっているが、約９割の家庭か

ら肯定的評価をいただいた。今後も更に「楽しく」「わかりやすく」学習内容が身に付くよ

う工夫していきたい。 

〈家庭〉について 

・ほとんど全部の家庭で、学習や生活の様子を見てくれていることがわかる。家族の一員と

しての仕事（お手伝い）をできるよう、学校でも働くことの尊さを引き続き教えていきた

い。 

〈子ども〉について 

・ほとんどの項目で８～９割の家庭より肯定的な評価をいただいた。しかし、読書や地域で

の挨拶については、７割程度に留まっている。読書については、本来の読書の楽しみを伝

えるよう取り組みを進めたい。地域での挨拶については、挨拶を児童会や PTA、地域とも連

携し、明るくさわやかな挨拶が地域に響き渡るように取り組んでいきたい。 

【その他のご意見等】 

〇学校はとても頑張ってくれていると思う。感謝しかない。 

〇宝積活動や挨拶運動、アルミ缶回収などは素晴らしい活動。続けてほしい。 

〇生活科や各学年の総合的な学習の内容が素晴らしかった。 

〇ICTを活用した学習やタブレット学習は楽しくできてよい。 

〇登校を渋った際の対応や、生徒指導的な対応はありがたかった。 

〇異学年交流は心を育てるので、ぜひお願いしたい。 

〇スクリレや学校アンケート等が電子化となってとてもやりやすくなった。 

△自分から挨拶する子が昔に比べて減ったような気がする。 

△アルミ缶回収や子どもの送迎ルールなど守らない家庭がある。直してほしい。他人の駐車

場で Uターンするのはあまりに残念。悲しくなる。 

△学童での言葉遣いが気になる。学校でも家庭でも相手を思いやれる指導を続けてほしい。 

△職員室が遅くまで電気がついている。感謝しているが、（先生の健康が）心配である。 

 

※その他にも、「こんな取り組みをしたら？」「この行事は、この方が良いのでは？」など

のご意見もいただきました。ぜひ、皆様のご意見も参考にしながら、３学期からの学校経

営に生かしてまいりたいと思います。アンケートへのご協力ありがとうございました。 



盛岡市立本宮小学校メディアアンケート結果 

※保護者アンケートより、メディアに関わる部分のみ抜粋 

             ※「とてもそう思う・そう思う」を肯定的評価としています。 

１ 家庭ではお子さんと 1日辺りのメディア時間（ゲーム・動画・テレビ等）を決めている。 

【１学期末】                     【２学期末】 

 〇プラス評価…７３パーセント           〇プラス評価…６７パーセント↓ 

２ 家庭では、1日のお子さんのメディア時間を決めて実行できるよう、声掛け等に努めている。 

 〇プラス評価…７８パーセント           〇プラス評価…７６パーセント↓ 

３ お子さんは保護者と決めたメディア時間を守っている。 

 〇プラス評価…６０パーセント           〇プラス評価…５５パーセント↓ 

 

４ お子さんの 1日辺りのメディア時間について  

〇平日について【１学期】 

  1時間以内…34パーセント 2～3時間…59パーセント 4時間以上…5パーセント 

〇平日について【２学期】 

 1時間以内…35パーセント 2～3時間…57パーセント 4時間以上…6パーセント 

   

〇休日について【１学期】 

 1時間以内…11パーセント 2～3時間…57パーセント 4時間以上…32パーセント 

〇休日について【２学期】   

 1時間以内… 8パーセント 2～3時間…58パーセント 4時間以上…34パーセント 

【分析等】 

・このアンケートにより、「家庭では１日辺りのメディア時間を決めたり、決めた時間を守れるよ

う声掛けをしたりする家庭」が７割以上いることがわかる。 

 ・しかし、保護者と決めた時間を守れていない子どもが半数程度いるということがわかる。 

 ・１学期末より２学期末の方が、肯定評価が下がってきている。 

 ・平日は大きな変化が見られないが、休日のメディア使用の増加が見られる。中には５時間以上 

  動画視聴やゲームの時間に費やしている子どももいることもわかった。 

 ☆メディア時間が多い児童ほど、我慢することが苦手になったり、生活が昼夜逆転になったり 

して、規則正しい生活が崩れていく傾向が強いようです。メディアに関わる約束をお子さん 

と話し合いながら一緒に作るだけでなく、継続して「約束が守れているか見守っていく」こと 

が重要です。また、動画視聴やゲーム以外の楽しみを親子で見つけ、行っていくことも非常に 

有効な手立てだそうです。 

 


